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1 システム内容（操作できる内容） 

一般ユーザーでログインした場合、データの表示のみ可能です。管理者ユーザーでログイ

ンした場合、一部のデータを変更可能です。 

 

1-1 観測データ 

監視局で計測した値と、管理者ユーザーが設定した値をもとに算出する値。センサーごと

に保持。 

履歴表示、グラフ表示に使用。 

名前 概要 

計測値 監視局で計測した生の値。変位量の算出に使用する。 

変位量 計測値と、管理者ユーザーがセンサー画面で設定した基準値をもとに

算出する値。（計測値 - 基準値 = 変位量） 

変位量状態 変位量と、管理者ユーザーがセンサー画面で設定した注意閾値、警告

閾値をもとに算出する値。 

平均変位量 直近 6 回の定時の計測値のうち、最大と最小を除いた 4 回の平均を算

出し、計測値からその値を引いた値の絶対値。 

平均変位量状態 平均変位量と、管理者ユーザーが設定した平均注意閾値、平均警告閾

値をもとに算出する値。 

 

1-2 発報メール／表示灯制御データ 

監視局から受け取った値と、管理者ユーザーが設定した値をもとに算出する値。監視局の

観測データごとに保持。 

名前 概要 

定時報告 観測データが、定時報告なのか、定時以外の報告なのかを表す。 

監視局側で観測データをもとに監視状態を判断し、必要に応じ定時

以外の報告を行う場合があり、その判断結果を表す。 

画面表示の他、バックグラウンドで実施する発報メール送出制御、

表示灯の自動点灯制御に使用。 

監視状態 監視局側で観測データをもとに状態を判断した結果。 

判断結果に応じ監視局側で定時以外の報告を行う。 

画面表示のみ。 
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監視局全体の状態 センサー単位での状態、連動しているセンサー単位での状態、を算

出し、その中で一番危険性が高かったもの。 

監視局から観測データを受け取った際に web 側で算出する。 

画面表示の他、バックグラウンドで実施する発報メール送出制御、

表示灯の自動点灯制御に使用。 

 

1-3 マスターデータなど 

管理者ユーザーのみ表示、編集可能な値。 

① 管理事務所に紐づいたデータ 

画面表示、ログイン制御に使用するデータ。 

名前 概要 

事務所名 管理事務所の名前。画面表示などに使用 

管理者アカウント名 管理者のアカウント名。 

管理者のアカウントの場合のみマスター管理系の画面を使用

することが可能。 

管理者パスワード 管理者のパスワード。 

ユーザーアカウント名 一般ユーザーのアカウント名。 

ユーザーパスワード 一般ユーザーのパスワード。 

 

② 監視局に紐づいたデータ 

画面表示、メール送受信処理で使用するデータ。 

名前 概要 例 

監視局緯度 監視局の緯度。画面表示などに使用。 35.960148 

監視局経度 監視局の経度。画面表示などに使用。 140.606035 

国道番号 監視局のある国道の番号。画面表示などに使

用。 

51 

距離標(km) 国道上の監視局の位置(km)。画面表示などに

使用。 

68.6 

監視局名 監視局の名前。画面表示などに使用。 神宮橋 

マーカーラベル 
地図上での監視局のマーカーに表示する名

前 

神宮橋 

ユニット ID 
監視局を特定する ID。データ送受信に使用。 

通常は変更しない。 

105 

監視局メールアド

レス 

監視局自身のメールアドレス。データ送受信

に使用。 

通常は変更しない。 

0105_@mopera.net 
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変位量情報 変位量に関する情報（ファイル）。 

監視局画面にインラインで表示される。 

JPEG 形式、50MB まで。 

 

平均変位量

情報 

平均変位量に関する情報（ファイル）。 

監視局画面にインラインで表示される。 

JPEG 形式、50MB まで。 

 

監視局詳細情報 監視局に関する情報（ファイル）。図面など。

PDF 形式、50MB まで。 

 

通知先メールアド

レス 1~10 

監視結果メールの送付先アドレス。 

任意入力。 

aaa@example.com 

 

③ センサーに紐づいたデータ 

画面表示、状態判断、発報メール送出制御、表示灯の自動点灯制御の判断材料となるデー

タ。 

変更した場合、監視局にリモートコマンドが送信される。 

名前 概要 例 

センサー名 

センサーの名前。画面表示などに使用。 

また、センサー間の紐づけに使用する。（末尾二文字

が同じセンサーは連動しているとみなす） 

P10 橋脚-橋軸 

基準値 変位量算出に使用する値。 315 

注意閾値(+) 
注意判定に使用する閾値の上限の設定値。 

変位量を基準とした値を設定する。 

16 

注意閾値(-) 
注意判定に使用する閾値の下限の設定値。 

変位量を基準とした値を設定する。 

-18 

警告閾値(+) 
警告判定に使用する閾値の上限の設定値。 

変位量を基準とした値を設定する。 

21 

警告閾値(-) 
警告判定に使用する閾値の上限の設定値。 

変位量を基準とした値を設定する。 

-23 

平均注意閾値 

警告判定に使用する閾値の上限。 

画面表示にのみ使用し、発報メールの制御、表示灯の

自動点灯制御の判断には使用しない。 

1 

平均警告閾値 

警告判定に使用する閾値の上限。 

画面表示にのみ使用し、発報メールの制御、表示灯の

自動点灯制御の判断には使用しない。 

15 
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④ リモートコマンド 

監視局の遠隔操作を行うコマンド。 

名前 概要 指示可能な値 

監視局メイン

電源 

監視局メイン電源のON/OFFを指示す

る。 

リモートコマンド画面で設定する。 

ON 

OFF 

表示灯制御 

監視局に付随する表示灯の制御を指示

する。 

リモートコマンド画面で設定する。 

電源 OFF 

注意点灯 

警告点灯 

監視周期 

監視局で監視を行う周期を指示する。 

リモートコマンド画面で設定する。 

10 秒サイクル 

20 秒サイクル 

30 秒サイクル 

定期データ送

信周期 

監視局からデータを送信する間隔を指

示する。 

リモートコマンド画面で設定する。 

1 回/日（24 時間間隔） 

2 回/日（12 時間間隔） 

3 回/日（8 時間間隔） 

4 回/日（6 時間間隔） 

5 回/日（約 5 時間(288 分)間隔） 

6 回/日（4 時間間隔） 

センサー閾値

の設定 

監視局で監視状態の判断に使用する閾

値を指示する。 

センサー画面で設定する。 

- 
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2 システムの操作方法 

2-1 画面遷移 

 

管理事務所編集画面 

監視局表示画面 ログイン画面 メイン画面 

管理事務所表示画面 

監視局リスト画面 

監視局編集画面 

グラフ画面 

■：全ユーザーが使用可能な画面 

■：管理者のみ使用可能な画面 

リモートコマンド画面 

センサーリスト画面 

監視局削除確認画面 

センサー表示画面 

センサー編集画面 

センサー削除確認画面 

センサー追加画面 

監視局追加画面 

※1 

※1 へ 

リモートコマンド画面 

（監視局電源） 

リモートコマンド画面 

（監視周期） 

リモートコマンド画面 

（定期データ送信周期） 

リモートコマンド画面 

（表示灯制御） 
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2-2 ログイン画面 

 
ユーザー名とパスワードを入力し、ログインします。 

ユーザー名とパスワードによって、所属する管理事務所、管理者ユーザーか一般ユーザー

かを判別します。 

ログインした後の画面は、ログインしたユーザーの所属する管理事務所のデータを表示し

ます。また、管理者ユーザーでログインした場合のみマスター管理系の画面を使用するこ

とが可能です。 
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2-3 メイン画面 

ログインに成功した場合、表示されます。 

ログインしたユーザーに紐づいた管理事務所の管理する監視局の現在の状況が表示されま

す。 

画面左下の履歴、地図のマーカーのいずれかをクリックすることにより、監視局表示画面

を別ウィンドウで開きます。 

また、管理者ユーザーでログインした場合、「事務所管理」が画面上部に表示され、そこか

ら管理事務所画面をはじめとしたマスター管理系の画面を使用できます。 
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2-4 監視局表示画面 

 
指定された監視局の情報を表示します。 

センサー計測データ箇所の「前へ(古い)」ボタン、「次へ(新しい)」ボタンをクリックするこ

とにより、計測データの履歴を確認することが可能です。 

「グラフ」リンクをクリックすることにより、グラフ画面を別ウィンドウで開きます。 

また、管理者ユーザーでログインした場合、画面下部にマスター管理系の画面を呼び出す

ボタンが表示されます。 

「リモートコマンド」ボタンでリモートコマンド画面を別ウィンドウで開きます。 

「センサー」ボタンでセンサー一覧画面に遷移します。 

「編集」ボタンで監視局データの編集が可能になります。 

「削除」ボタンで監視局データの削除が可能になります。（削除確認画面になります） 
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2-5 グラフ画面 

 

センサーごとの観測データ（変位量）のグラフを表示します。警告閾値と注意閾値の範囲

も表示します。 

日時を指定して表示範囲を変更することも可能です。 

また「ファイル出力」ボタンをクリックすると、指定された範囲のデータを出力した Excel

ファイルをダウンロードします。 
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2-6 管理事務所表示画面 

 

管理事務所のデータを表示します。管理者ユーザーでログインした場合のみ使用可能です。 

「編集」ボタンで管理事務所データの編集が可能になります。 

「監視局」ボタンで監視局リスト画面に遷移します。 
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2-7 管理事務所編集画面 

 

管理事務所のデータの編集を行います。管理者ユーザーでログインした場合のみ使用可能

です。 

「更新」ボタンで画面の内容を確定します。 

「キャンセル」ボタンで変更を取消し、管理事務所表示画面に戻ります。 
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2-8 監視局リスト画面 

 

監視局のリストを表示します。管理者ユーザーでログインした場合のみ使用可能です。 

「詳細」リンクで、選択した監視局の監視局表示画面を別ウィンドウで開きます。 

「新規追加」ボタンで監視局追加画面を別ウィンドウで開きます。 

「キャンセル」ボタンで管理事務所表示画面に戻ります。 
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2-9 監視局追加画面 

 

監視局の新規追加を行います。管理者ユーザーでログインした場合のみ使用可能です。 

「挿入」ボタンで画面の内容を確定します。 

※「関連情報」に添付できるファイルは、一回の登録につき合計 200MB までです。（複数

回に分けて登録することにより、監視局の合計で 200MB を超えるファイル群を登録可能で

す。） 

「キャンセル」ボタンで監視局リスト画面に戻ります。 
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2-10 監視局編集画面 

 

監視局のデータの編集を行います。管理者ユーザーでログインした場合のみ使用可能です。 

「更新」ボタンで画面の内容を確定します。 

※一度に添付できるファイルは、合計 200MB までです。 

「キャンセル」ボタンで監視局表示画面に戻ります。 
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2-11 監視局削除確認画面 

 

監視局のデータ削除を行います。管理者ユーザーでログインした場合のみ使用可能です。 

「削除実行」ボタンで画面の内容を削除します。 

「キャンセル」ボタンで削除をキャンセルし、監視局表示画面に戻ります。 
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2-12 リモートコマンド画面 

 

監視局へのリモートコマンドの確認を行います。管理者ユーザーでログインした場合のみ

使用可能です。 

「監視局電源の操作」ボタンでリモートコマンド画面（監視局電源）に遷移します。 

「監視周期の操作」ボタンでリモートコマンド画面（監視周期）に遷移します。 

「定期データ送信周期の操作」ボタンでリモートコマンド画面（定期データ送信周期）に

遷移します。 

「表示灯制御の操作」ボタンでリモートコマンド画面（表示灯制御）に遷移します。 

「キャンセル」ボタンで画面を閉じます。 
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2-13 リモートコマンド画面（監視局電源） 

 

監視局電源を操作するコマンド送信を行います。管理者ユーザーでログインした場合のみ

使用可能です。 

「実行（コマンド送信）」ボタンで監視局にコマンドを送信します。 

※「リモートコマンド情報」に表示されているコマンドの送受信状況を確認し、前回送信

したコマンドに対する応答があるまで、次のコマンドを送信しないようにしてください。 

「キャンセル」ボタンでリモートコマンド画面に戻ります。 
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2-14 リモートコマンド画面（監視周期） 

 

監視局の監視周期を操作するコマンド送信を行います。管理者ユーザーでログインした場

合のみ使用可能です。 

「実行（コマンド送信）」ボタンで監視局にコマンドを送信します。 

※「リモートコマンド情報」に表示されているコマンドの送受信状況を確認し、前回送信

したコマンドに対する応答があるまで、次のコマンドを送信しないようにしてください。 

「キャンセル」ボタンでリモートコマンド画面に戻ります。 
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2-15 リモートコマンド画面（定期データ送信周期） 

 

監視局の定期データ送信周期を操作するコマンド送信を行います。管理者ユーザーでログ

インした場合のみ使用可能です。 

「実行（コマンド送信）」ボタンで監視局にコマンドを送信します。 

※「リモートコマンド情報」に表示されているコマンドの送受信状況を確認し、前回送信

したコマンドに対する応答があるまで、次のコマンドを送信しないようにしてください。 

「キャンセル」ボタンでリモートコマンド画面に戻ります。 
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2-16 リモートコマンド画面（表示灯制御） 

 

監視局の表示灯を操作するコマンド送信を行います。管理者ユーザーでログインした場合

のみ使用可能です。 

「実行（コマンド送信）」ボタンで監視局にコマンドを送信します。 

※「リモートコマンド情報」に表示されているコマンドの送受信状況を確認し、前回送信

したコマンドに対する応答があるまで、次のコマンドを送信しないようにしてください。 

「キャンセル」ボタンでリモートコマンド画面に戻ります。 
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2-17 センサーリスト画面 

 

監視局に紐づいたセンサーのリストを表示します。管理者ユーザーでログインした場合の

み使用可能です。 

「詳細」リンクで、選択したセンサーのセンサー表示画面を別ウィンドウで開きます。 

「新規追加」ボタンでセンサー追加画面を別ウィンドウで開きます。 

「キャンセル」ボタンで監視局表示画面に戻ります。 
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2-18 センサー追加画面 

 

センサーの新規追加を行います。管理者ユーザーでログインした場合のみ使用可能です。 

「登録」ボタンで画面の内容を確定します。 

※センサー編集時には監視局にコマンドを送信しますが、追加時には送信しません。 

「キャンセル」ボタンでセンサーリスト画面に戻ります。 
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2-19 センサー表示画面 

 

センサーの情報を表示します。管理者ユーザーでログインした場合のみ使用可能です。 

「編集」ボタンでセンサーデータの編集が可能になります。 

「削除」ボタンでセンサーデータの削除が可能になります。（削除確認画面になります） 

「キャンセル」ボタンでセンサーリスト画面に戻ります。 
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2-20 センサー編集画面 

 

センサーのデータの編集を行います。管理者ユーザーでログインした場合のみ使用可能で

す。 

「登録」ボタンで画面の内容を確定します。 

※あわせて監視局にコマンドを送信します。「リモートコマンド情報」に表示されているコ

マンドの送受信状況を確認し、前回送信したコマンドに対する応答があるまで、次のコマ

ンドを送信しないようにしてください。 

「キャンセル」ボタンでセンサー表示画面に戻ります。 
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2-21 センサー削除確認画面 

 

監視局のデータ削除の確認を行います。管理者ユーザーでログインした場合のみ使用可能

です。 

「削除実行」ボタンで画面の内容を削除します。 

※センサー編集時には監視局にコマンドを送信しますが、削除時には送信しません。 

「キャンセル」ボタンで監視局表示画面に戻ります。 
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3 プログラム内容 

3-1 web 用プログラム 

観測データの表示、マスターデータの編集、監視局の遠隔操作の各機能を提供します。 

3-2 観測データ受信プログラム 

監視局から観測データを受信し、web 関連プログラムで使用するためにデータベースに格

納します。 

また、観測データとマスターデータをもとに状況を判断し、必要な場合はメール発報、表

示灯への命令を行います。 

3-3 マスターデータ同期プログラム 

冗長性確保のため、メイン系統でマスターデータを編集した場合、サブ系統に編集後の値

を反映します。 

サブ系統でのみ動作します。毎日深夜 12 時に処理を行います。 

 

4 その他注意事項 

4-1 データ同期 

メイン系統のほか、バックアップとしてサブ系統の web サーバーを用意しています。 

観測データはリアルタイムに同期していますが、マスターデータについては 1 日 1 回同期

を行っているため、データが古い場合があります。 

また、マスターデータのバックアップはメイン系統からサブ系統の片方向のみです。 

そのため、サブ系統ではマスターデータを編集しないでください。 
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